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はじめに

　本書は、保育現場を経験した者が数多く執筆しています。つまり、「保育者の卵」

である皆さんの先輩です。編者である私も幼稚園で20年、子どもたちとともに

歩んできました。「え－、幼稚園の先生からどうして、大学の先生に…」と疑問を

もつ人もいると思います。私を研究者へ導いてくれたのは、知的に障害のある雷

太くん（仮名）との出会いがきっかけです。

　雷太くんは一日に何回もパンツに大便をもらし、私を悩ませていました。雷太

くんが小学校に就学するまでに自分で大便の処理ができるようになるにはどうし

たらいいのか、試行錯誤の日々でした。保護者と毎日記録を取り、保育者と保護

者が一体となって取り組むことで、先の見えない事象に少しずつ見通しがもてる

ようになってきました。雷太くんは小学校入学前の3月には自分で処理ができる

ようになり、卒園しました。

　歳月が流れ、雷太くんと10年ぶりに再会したある日のことです。雷太くんは、

障害のある子どもたちが主催のコンサートに来ていました。高校生になり背も高

く凛々しくなった雷太くんに、私は「雷太くん、こんにちは」と声をかけました。

びっくりしたのか、雷太くんは逃げるように走って行ってしまいました。「幼稚園

時代のことだし、10年経っているし、忘れているのだわ」と一抹の寂しさが込

みあがりました。しかし、走り去ったと思っていた雷太くんは、会場の一番後ろ

から私に向かって大きな声で叫んだのです。――「ぼくのせんせい
4 4 4 4

」。

　10年の歳月が経った今も、私は雷太くんの先生であることを教えられました。

雷太くんは自立しましたが、雷太くんとのかかわりを通して保育者としての喜び

はもちろん、保育の達成感から私のなかに新しい世界が開けたこと、そして、夢

中になれると人は伸びることを、保育実践から得ることができました。

　保育者は、子どもとのかかわり、保護者とのかかわり、地域とのかかわりなど

の仕事があります。本書は多岐に渡り、身につけておく知識や技術を網羅してい

ます。さらに、保育者として「カステラの心」４か条を大切にしています。「力」

は活発に、「ス」は素直に、「テ」はてきぱきと、「ラ」は楽観的に、つまり、人と

してのあり方です。

　保育の醍醐味を味わっていただくために、本書は工夫を凝らしました。

　①…討論・発表ができる、アクティブラーニングの課題を設定しました。

　②…用語解説、コラム、図表を多用し、初学者にわかりやすい内容を構成しました。

　③…保育者の資質向上を図るため、キャリア形成の内容を豊富に取り上げました。

　最後に、出版に際して、関係者の皆さまのご尽力に、厚く御礼申し上げます。

　　2017年 6月

編著者　小　川　圭　子
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エクササイズ　　自由にイメージしてみてください

これからの自分の将来の姿をイメージし、それを「すごろく」にしてみましょう。

保育の日常と保育者になるための学び

第１章 見本



　第　　　　　章 保育の日常と保育者になるための学び　１

　この章の
　　この章の　 キ ー  ワ ー ド　キ ー  ワ ー ド　
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●第１節
　保育者は、日々どのような仕事を行っているのでしょうか。保育者のある
1日の仕事の流れを見てみましょう。

●第２節
　保育者には、おもに保育所で働く「保育士」、幼稚園で働く「幼稚園教諭」、
認定こども園で働く「保育教諭」があります。それぞれ免許や資格が異な
ります。

学びのロードマップ

■キャリアデザイン…自分の職業人生をどのように築くかというプラン設計のこと。

これからどんな保育者になりたいと思
いますか。

この章のま
とめ ! 　第　　　　　章 保育の日常と保育者になるための学び　１ 見本



第１節　保育者の１日

　保育者として、実際に、保育現場で働いたときの１日の流れを確認してみ
ましょう。毎日、時間通りの保育ができるわけではありませんが、子どもた
ちが規則正しい生活を身につけ、安心で落ち着いた園生活を送るためには安
定した日課が必要です。

表１－１　保育の１日の流れ

（１）保育前の業務
　保育者は、朝、出勤したら、まず子どもを受け入れる保育室の環境を整え

ます。気持ちよく登園できるように保育室を掃除するとともに、空
気の入れ替えや、季節によっては温度調整をしたり、天候によって
は、レインコート置きや傘たてを準備したり、さまざまな配慮をし
ていきます。また、その日の計画をイメージしながら、準備を万端
にしたうえで、前日の引き継ぎや振り返りを今日の保育に活かせる
ようにします。

時間 生活のリズム 子どもの活動 保育者の援助

7：00 保育前の業務⑴ 掃除・保育室の準備

8：00 登園⑵ 挨拶、身辺整理 挨拶、身辺整理の援助⑶

9：00 朝の会⑷ 絵本の読み聞かせなどを
聴く 絵本の読み聞かせなど

9：30 午前の活動 設定された活動、自由遊
び、手洗い・うがい

設定保育⑸、自由保育⑹、手洗い・
うがいの援助⑺

12：00 昼食⑻ 食事、歯磨き 食事の準備、歯磨きの援助⑼

13：00 午睡⑽ 午睡（お昼寝） 会議⑾、連絡帳の記入⑿

15：00 起床 排泄、衣服の着脱 排泄・衣服の着脱の援助⒀

15：30 おやつ⒁ おやつ、歯磨き おやつの準備

16：00 午後の活動 設定された活動、自由遊
び 設定保育、自由保育

17：00 降園⒂ 降園準備、降園 保護者への連絡・報告

18：00 保育後の業務⒃ 事務作業、翌日の保育準備

16

注１） 　幼稚園・保育所・認定こども園によって異なります。上記は保育所の１日の流れで、幼稚園は午
睡がなく、子どもたちは通常１日４時間の保育で降園します。認定こども園は、幼稚園と保育所の
保育時間が施設のなかで一体となっています。

注２） 　参考としての大まかな表になりますので、園の保育方針によっても、時期によっても多少の違い
があります。

毎朝、園庭の環境を
整えています。子ど
もたちが園庭に出る
前に、安全を確認し
ています。
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　第　　　　　章 保育の日常と保育者になるための学び　１
（２）登園
　登園時、子どもと保護者との１日は笑顔の挨拶で始まります。保
育者が元気に迎え入れてくれることは、とても気持ちのよいもので
す。この時、子どもの表情や体調を、目と目を合わせてしっかりと
診て、声をかけて登園時の状態を確認することが重要です。保護者
からも家での様子をしっかり聞き取ります。

（３）身辺整理の援助
　子どもは、登園すると自分の荷物をロッカーに入れ、手拭きタオルやコッ
プなど私物を定位置にセットします。乳児は、保護者が行うことが多いです
が、徐々に自分のことは自分でできるようになります。保育者は、声かけな
どをして意欲が高まるように、手伝いすぎず、「〇〇ちゃん、朝の準備（身
辺整理）したら一緒に積み木しようか」などと次に楽しい活動が待っている
ことを期待し、今何をするべきか気づけるような声かけをすることで、指示
語を使わず主体的に行動できるように援助していきます。

（４）朝の会
　登園時にも一人一人の子どもの様子を見ますが、保育者は朝の会でクラス
全員を集めて心身ともに元気かどうかを確認します。朝の会などの集まりは、
絵本を読んだり歌をうたったり、手遊びをしたり、楽しい雰囲気で園の生活
を始めることが大切です。また、この時にクラス全員に季節の変化や今日の
予定などを伝えます。幼児になると、子どもたちがクラス全員の前で話した
り発表したりする機会を作り、自分の思いや意見を頭のなかで構成して発表
することに慣れるようにしていきます。

（５）設定保育
　保育者は明確な「ねらい」をもって保育実践を行います。自然物を使って
季節を感じる製作物を作ったり、クラス全員でごっこ遊びをしたり、楽器を
使った音遊びをしたり、運動遊びをしたりとさまざまな活動があります。そ
のなかで子どもたちの成長を促し、将来への可能性の芽を育てていくのです。
この時保育者は、５領域を考慮したうえで、子どもの発達に応じた活動を設
定し保育を計画していきます。

（６）自由保育
　子どもにとっての生活の中心は自発的な遊びです。この遊びのなかで、さ
まざまな経験をすることが、学びや多岐にわたる成長につながります。保育

登園してくる子どもに笑顔で挨拶をして、しっ
かりと診ます。子どもの様子は毎日違います。見本
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　したがって、保育所と幼稚園の機能をあわせもった認定こども園では、幼
稚園と保育所両方の専門性が必要になります。幼稚園と保育所を比べると、
たとえば、幼稚園では園バスを利用する園が多く保育者が添乗することがあ
り、保育所では午睡や授乳などさまざまな生活の場面へのかかわりがあるな
ど、仕事内容に違いがあります。保育教諭を目指す学生には、そのような違
いを意識しつつ、共通して大切なことを学び、資格・免許の取得を目指して
いくことが求められます。

　「表１－１　保育の１日の流れ」を見て、子どもと保育者のかかわりについて、気づい
たことや思ったことを箇条書きにしてみましょう。

　自分の感じたことや思ったことを箇条書きで書き出してみましょう。

　「ホップ」で書き出したことをもとに話し合ってみましょう。

　話し合った内容を文章にまとめてみましょう。
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